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0 

.

'
.

 

..
’

:■
■-;
と

智

次

滩«

ぬ
細
區
汾_

洚

表

義

如

く

に.#
'%

淖

- «
^

观
龙
は̂'
^
^
^

るE
I

部
•

，
並•

び
に
兩
象
の
氣
候
上
及.

び
人
文
上
の
境
界
を
な
す
中
央
山
地
に
擺
劃
さ
れ

.

る.

が
、
こ
の
金
體
の
：區
域
は
略
々
東
北
六
縣
か 

減
る
。
、：；唯>

^

^

西
南
部
泠_

^

地
帶

:^

联
|
|1:
!
1
本
漱
^ -

か
れ
は
凡_

山
» :

'

以
部<

^
«

#

ょ
^

多
少
南
龙̂

け.

で
あ
1

-0

然
各
：に
：

-
5-
:;

^
:

^

本
は
、
酋
部̂

#

|

^

義

」

_

縣_

ノ#
^

^
»

-^
^ :

ふ
替̂

ヒ
^

M

要
な
相
違_

寫
•

し
敦
賀-

-

桑
资
の
：地
峡
雒■

死_

妒_

%

考
慮
：

_

*

黾
'
¥

)

 
.
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.
.^
部

日

本

は
-'
'-.

>_

岸

平

摩%

の

背

後;̂
^

激

派

方

藏

饭
^

;-
#
&

办
£

陵
地
、を
含
好
東
梅
^

び

：
北

陸

ー

：
ー
璀
方

&

板
^

.

央
高
地
ょ
り
成
る
。
從
つ
て̂
^

高
，地
の

面
韻
が
最
大
で
，
あ

る

ば
か

り

で
な
く
、
北
陸
地
方
は
略̂
親.

不
：知
鳥
首_

隨
に
於
5

て
：海
岸 

に
突
出̂

名
山
岳
；の
爲
め.

に

、

東

觀

地

方

は

滞

豆

半

鳥

か

ら

北

上

す

、る
：筲

士

火

；山

帶

，の

.

爲
め.

に
、」

兩
者
土
も
來
酋
ー
：

【

區
ぬ
隔
離
さ
怍
て 

居
る
。
&

れ
等
1

ニ
屬
方
が
、
地.

形
:1

猴
§ :-

#

人.
0 '-

歡_

等
^

於
^

て
：重
大
だ
重
趟
を
持
管̂̂

 ̂

、 

.

.

次
に
西
南
日
本
は
、

'
^ -

帶
及

|
6

外
帶
卜
分
た
办:^

-0
'

即

ち

大

臉

：に

於

い

そ

.

餌
南
日
本
中
央
祿
选
線
：に
從
が
、
：
一

i
m -

浦

加

ら

高

：
見

峠

を



再
び
H
本
^

Mo
'

•
硏
究
«
國
土
訊
鸯
に
就
い
て 

' 

、、

ヨ
ニ. 

.  

C

四.
五
山
へ〕

V  

■ 

!

:'.
鸫
ズ
和
泉
山
脈
：•
讃
岐
山
®

の
：南

麓

縣

ca
姐
國
山
«

池
麓
線•： _

州
餐
關
半
島
め
北
線
が
ら
^

つ
て
、
そ
の
以
北
を
内
帶
、.
以
rn
s :-
外
帶.
と
す
る
の
で
あ.
る
。
從
つ
ズ
こ
の
境
界
線
は
、
地
形
區
め
境
反
線
を
中
央
襁
造
線
の
細
ぃ
低 

地

部

か.̂
山

麓

べ

稍

、

移

軌

せ

.
し
め
'た
に
過
ぎ
中
、
內
帶
外
帶
の
基
屬
は
地
形
區
に
就
い
て
述
べ
.た
と
こ
ろ
•
と
全
く
同
一
で
あ
^
o(

前.

:

揭
拙
稿
七
；

11:
貨
參
雜)

：：w

帶
ぬ
更
靡
务
顧_

原
辦
東
#
私
苓
丹
1

霞

紅

境

：把
^

: 
..
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.
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.
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.
•
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〕

：
. 

... 

'
.
.
.
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.

.■
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.
-
i
. 

.

.

.

<.
:
.•
. 

..
•:
.■-;
.
.
.
. 

- 

.

'.
•
:
■

^ :
:
.
れ
、」

そ
の.
以
西
林
山
陰
裔l̂

f-北

九
州
及
一
び
中_

州
：：
_

だ
和
左
^

じ
：作
鮝
灯.
壤
界
於
击
と
0:
ザ
地
形
^
^

.

.
 

.« 

..

..

..

.

 

:
 .
 •
 .
 

-

. 
..

>••
_
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.
 

' 
•
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*• 

„  

、

て
居
令A

J

と
は
云
ふ
ま
‘で
も.
な
い
。

，

. 

パ

* 

• 

■ 

■ 

• 

r 

. 

•
. 

- 

.

:
''
;
:以

上

：
の

如

き

田

中

两

0 ,.
堆
理
舞
沭
分
：̂

)

^

^
出
現
ず
石
：事
あ
^
べ
倉
大
行
政
區
劃
た

て
、
自
然
地
：理
展
ょ
り
は.
遙
：か
に
有
力
な
參
考
資
料
で.
あ
る
こ
と
は
疑.
ひ
を
容
れ
な
い
。
そ
の
主
要
な
理
W

の|

つ
は
、
地
形
區
々
劃
の 

.
場
合
と
異
り
、綜
合
地
、酒
區
'々

劃
-(
7!)
當

然

の

；方

法

ゼ

し

^

1

界

線

菸

山

頂

汉

：は

山

麓

：に

.
則
射
れ
：、
人
味
密
集
地
帶
が
塢
界
線
に
位
置
す
：
 

る
：：
が

如

き

.
場
合
が
な
い
こ
士
で
あ
：る
0:.
:先

た
氣
候
區
灰
»1
め
場
合
尥
比.
べ
て.
も
^̂

一'

.

'

■■.
.

.
;,-.

.

へ

ノ
 -
 

.  ,
 .
 
-
 -
 .
 

•

■V
..
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...  -
 

'
 

•
 

-  -
 

.  

.
 

:

'

■

一
.
 

\

上
：そ
の
他.
の
：人.
文
的.
要
素
に_

い
て
：東
北
*
中
部.

西
南
の.
各
地
南_

^

0 -
自
的
に.
と
0

て
遙.
か
：に
妥
當
な

..... 

一....■ン-
.
• 

へ.
.
；.-L. 

-
:
. 

:.

M

分
と1

K

ふ
べ
き
で
あ
る
。
：然
し
乍
ぶ
海
を
隔
て
た
山
陽•
北
四
國
を
低
次
の
地
區
と
し.
て
す
ら
認
め
て
罟
：る
と
と
は
、
ょ
し
ん
ば
地

.. 

; 

,
 

.. 

. 

... 

.  

.  

.'V

......
、：：：：

......へ：.' 

.;•
•.. 

'•. -  
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..• 

.

理
擧
的.
に
，
は

芷

：し

く

と

も

、

吾

々

と

し

，
て

.
こ.
れ
を
採
石
こ
と
が
出
來
な
い
。
ま
た
中
部
日
本
の
山
岳
地.
中
に
上
越
及
び
岩
代
の
：山
地
を 

'
含
め
て
居.
る
と
と.
に
も
疑
問
が
持
た
れ
る
。：
何
と
な
ル
ば-

こ
の一 .
帶
の
山
地
に
於
け
名
生
活
は
.關
東
平
野
•
新

，潟

乎

野

•
會

津

盆

地

等
 

に
關
聯
を
持
つ
け
れ
ど
も.
長
野
•
山
梨
方
面
ぬ
對
し
て
は.
こ
れ
よ
り
籠
か
に
稀
薄
な
關
係
し
か
持
た
ね.
と
考
べ
ら
れ
名
か
ら
で
あ
る
。

:
斯
が
：る
：奮

は

->
:
假

：に

甶

：中

氏

の

«

分
の
&

;<
'
行
政
區
剩
が
：變
更
さ
れ.
た
と
：3

ヤ
先

...  

.  

.

.

.

. -

■

,  

、. 
.

.  .  

•
.
. 

,
.

殆
ど
あ
り
得
な
ヤ
と
涊
は
れ
る
。 

. 

'

.

田
中
氏
の
硏
究
が
發
表
さ
れ
て
•か
ら
約 1

.

一
年
：の

後

、

富

士

德

浒

郞

氏

が

辉

濟

地

魂

區

，割

，を

試

み

ら

-^
た
。
こ
.‘れ
も
ま
た
精
細
な
數
字 

を
基
礎
4

し
た
も
の
で
は
尨
く
、
概
略
の.
區
分
で
あ
つ
て
、
各
地
の
主
要
菹
業
の
差
異
並
び
に
‘そ
れ
に
影
響
す
る
自
然
的
條
件
の
差
'異 

に
依
つ
て
區
劃.
が
行
ば
れ
て
居
る
、。
即
ち
先
づ.
氣
候
の
差
異
に
基
い
て
木
邦
全
土
ぞ
北
'? ;
中
^

兩
帶
に
大
別
し
，
こ
(7
),
夫
々
.を
更
に 

主
要
產
業
の
捲
異
に
栽
い
て
若
干
の
區
に
分
ち
、
後
者
を
ま
た
細
分
し
て
：ii
i
i區
と
す
る
。
と
こ
ろ>

こ
、k

各
地
■趣
區
を
特
色
づ
け
る 

虫
I

f

し
て
取
上
げ
ら
れ
て
居
f

l

 

I

林
I

塵

，
水
I

I

り
、
殊
に
大
部
分
の
地
理
區
は
主
要
含
物
の 

差
異
'に
依
つ
で
赌
割
さ
れ
る
。
エ
藥
ば
エ
•
場
及
び
エ
：業
關
係
の
建
設
物
が
占
め
る
面
積
狹
少
な
る
の
故
を
以
つ
ズ
、一

區
を
成
立
，せ
t 

め
る
も
の
と
認
め
ら
れ
て
尨
い
。
俄
稈
こ
の
場
合
の
地
理
區
は
ハ
そ
の
最
小
區
た
る
盟
區
で
す
ら
概
A

ー
縣
乃
至
數
縣
に
わ
た
る
而
積
：
 

を
持
つ
砂
だ
か
セ
こ
わ
區
鉚
取
は
•
妥
當
ブ
か
る
か
もt

れ
ぬ
。
本
•
邦
に
於
い
て
特
に
工
業
區
を
成
立
せ
し
め
る
程
にH

'

業
が
密
に
汾 

布
し-
■
し
か
も
右
の
程
度
，の
面•
積k

及
^ :
地
域
は
恐
^

ぐ
#5
^

れ
が
い
す
あ
ら
ぅ
。
然
し
乍
ら
經
齋
地
.輝
學
的
な
地
理
區
々
分
に
於
い 

.
'て
、
‘面
積
の
廣
狹
が
斯
く
も
決
定
的
，な
要
，素
た
1

べ
き
ぜ
あ
ら
ぅ
'か
。-
こ
れ
は
ま
さ
し
く
愼
重
'な
考
究.
を
要-
す
る
問
題
で
あ
る
。
例
'へ
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-
>
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、
+

. 

.

. 

. .  

- 

. 

■ 

. 

: 

. 

■ 

• 

. 

!
, 

.

ば
關
敗
地
方
は
、
東
海
の
一
龃
，區
，と
じ
て
認
め
ら.
れ
、小-
麥
•
大
麥
の
大
庵
地.
た
^
こ

と

、を
以
つ.
て
、
そ
の
全
體
の
^
色
と
さ
れ
て
居
る
o 

-I-
Y小
激
ti
ll

及
び
神
奈
川
•
東
京
#

了
埼
玉
•
千
紫
の
各
府
“縣
に
わ
た
る.
取
京
市
隣
箱
地
域
は
、他
の
農
業
地
帶
と
明
か
に
異
な
る
工
業
地
帶 

•
を
形
成
す
る
に
r

抱
ち
ず
•
、
闕
m-
地
方
の一

部
と
し
て
取
极
ば
れ
る_
に
過
¥

な
い
。

，
■

’
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抨び
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本
她
理

區
b.

硏
、究
ミ
阈
土
許
瘦
に
.就

い

て，
.
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日本經濟區(富士德治郞氏に據る)

帶 （寒地性， 爭） ,  ノ ‘ プ

1.，北海道區(冷溫乾燥農作豆類.®— •禅燊釋） 、 ^ /
ィ、西南驵谣(果蜜地帶)(囪館より把视に至る） . 、ク 

> 、中央诎區(菜種•胞郝帶X 中央山地の斜fSi及び由間の肆池；)
へ來北茆區(簿荷地帶X オホーツク,海斜節 

ニ、衆南瓯區(豌豆:•甜菜地# ) 、千島火山脈南純si) •
(附） 千鳥(寒豳水產帶）. • ■ -

帶 C溫帶酿業帶） ‘ ，

1， H本辟岸®(多雪米產區） :
ィ* 出羽龃©(林擒•癭桃地帶)C山形•秋田•靑森西部:） . *
ロ、：|匕镗瓯區(米•桑地'帶X 北越ナ也方） • , • '

一、 山陰瓯區(畚雪牧牛地齊)(出陰道地方） .

2: 奥州區(草原牧馬區X 福島より亩森東半にM 名） ：

3 .眾海區C夏雨農區） ' • ' '
ィ、關東距區(小麥帶乂關來池方） •： \  ’
^ 、’駿遠距區，茶•果實帶，(靜岡縣） •
ノ、、濃尾三蓝區(米•桑•養鷄帶)c三河•尾張•美濃） 、 ，へ ’  

4 : 闪陸歐髙地養蠶區〉 .

•'ィ、信濃亜區(荜竄•蓠麥帶X 長野縣） \ . .

へ，甲斐龃獻養黯•葡ぞ帶乂山梨縣）， '
ハ、飛禪症區(多雨森钵帶)(飛驊高原） ，

民溜尸.內海區(乾燥牧牛帶） パ 、 .
ィ、近畿蹲®(茶•菜種地帶)(滋賀•が勢•京都•大阪•兵庫） .

へロ、中‘願戶迪辟(裸麥•蘭草帶備前•備中-{命後*讃妓地方）

ハ、西瀬戶助:咚裸麥•大麻•セ島餾帶X 安藝•周防，豐後•伊豫北部：) 
6 .北九州區(裸牵•菜種帶c筑前•筑後•肥前，豐t o •長門' ) :
て酎磁球區（暖f 多農林地帶y ,
ィ、紀{尹® 區(森林•柑橘帶X 和歌山縣.奈莨縣南部*志摩）

ロ，、南四國•职瘙(甘藷•玉蜀黍•三 椏 帶 佐 •妒豫南部•阿波).
ハ、•南九州鹿區(粟•甘藷帶ア鹿兒島*寓崎•熊本)
ニ、荈球亞:區(甘龍r m f帶)(沖織諸島、 、 ' ， ’

8 .南朝鮮踩(米棉帶）

ィ、京欲山南轉(睦地描•苧睇帶X 联截•忠軸北道 ‘查摇南北道)

‘.
再
び
H.
本
地
.现
.甚
の
於
究
ミ
國
土
訃^'
に

就

い

て
■

、
•

へ

 

' 

三
四
‘ 

(

c
f
ノ
、

さ
て
赏
士
氏
に
依
つ
て
，區
割
さ
れ
た
日
本
一
經
濟
區
は
於
良
に
示
す

.
通
り
で「

あ
る•*

先
づ
北
幣
甘
北
海
道
及
び
樺
太
の
一
ー
區
力
ら
成
.り 

寒
地
性
作
物
區
域
で
あ■る
*

こ
れ
に
對•
し
べ
南̂

^

地
性
起
業
帶
を
な
し
、
蒼
灣
及
び
敗
洋
か
ら
成
今
そ

.S
#

間Q
S

地
及
び
朝 

鮮
が
中
帶
を
搆
成
す
る
。
こ
の
中
帶
は
觅
に
氣
^ '

地
形

‘
及
び
そ
れ.

に
伴
ふ

‘斯
*

上
の
，差
異
に
敦^ '

て
九
個.

の
地
1

に

區

嘗
‘
れ
、
更
に

セ
<0
:

&

ー
區
釤
除
^

て
樣
は
勢
# ;
個
'0
;
蓝

區

貧

•
ね

庥

縣

界

又

は

國

境

一

に

I

つ
で
居
り
"

ゎ
づ
か
に
‘靑
淼
’縣
が
東
’西
に
、潦
良
縣
及
び
伊
豫
風
が
琳
北
に
分
け
ら
れ
.、て
居
る
の
み
で 

而
し
て
各
區
の
特
色
を
主
と
し
て
農
業
上
S

異

.に

東

め

へ

た

が

爲

め

に

、
歡

S

影
，響
が
强
く
現
れ
、
中
帶
备
地
區
の
S

は
大
體.
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.
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.
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•
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に
於
い
て
氣
候
，區
と
、分
致
す
各(
璧

)

。

^

き

f

從

來

の
.
地
理
谣
霞
を
批
判
す
と

.
は

本

横

の

，
目

的

で

.
は

咨

が
_

者

汔

苽$
 

で
‘. 

は

な

，
い

加

と

思

ふ

。

'
、■

農
作
物.
3

異
にf

u

成
依
據
す
，る
方
法
^

る
が
爲
め
に
は
*
適
當
な
方
法
か
と
も
思
は
れ
る
。
然
し
乍
ら
經
濟
上
の
地
狹
的
特
殊
他
を
震
す
る
要
素
と
し
て
は
、
■

農
作
物
以
外
に 

ま
だ
多
く
の
も
の
が
擧
げ
ら
れ
得
る
。
そ
の
中
で
、も
最
も
重
翦
な
意
義
を
持
つ
と
#

へ
ら
れ
る
の
は•

芥
地
^
の
經
濟
的
發
展
水
準
の
賛
及 

び
塞
經
濟
現
象
の
差
^
で
あ
る
。
前
表
は
主
と
し
て
合(

總
合
或
は
就
榮
人
ロ〕

一
 

人
當
り
の_

樹
格
の
乾
異
，と
し
て
表
さ
れ
る
で
あ.

奪

域
の
盡
現
象
た
りf

こ
と
は
不
可
能
で.あ
る
。•
故
に
生
議
象•
の
み
を

取
.上
げ
れ
一
は
ょ
い

。)

等

に

寒

い

て

明

か

.に

さ
れ

f

。
二
つ
の
農 

業
J.
の
間
に
於
い
て
も
、s
_

作
物
の
相
違
だS

な
く
、
■

形
態
の
蒙
そ.の
他
考
f

る
べ
き
S

が
あ
ら
ぅ
。
而
し
て
こ
の 

經
濟
的
詈
水
準
と
主^ '
■
規
象
と.
の
間
に
は*
密
接
ぬ
關
騄
が
存
し*
水&

の

極

め

て

高

い

地

域

•
の

表

生

雷

鬼

は

ュ

業

で

*̂
ろ
。
然 

る
こ
^.
♦

のJ<
準
で
も
、
氣
民•
地
形•
そ
の
他
の
條
件
の
震
に
依
つ
て
*
夫
々
の
地
域
? '
ョ
级
组
籃
现
象
の
取
な
ろ
場
合
が
多
、

故
に
こ



. 乂 慶 f細 ！區(跸地抑•将帶;)鴻尙南祁逍)， .
ハ、江K挪區(馬鈴蓮帶ズ江原适） ' ^

认北朝鮮區(粟•黍帶） . . . ；, - ' ,» 

ィ、四北朝鮮逝き(玉蜀黍痛來棉赞)■黄海坪安南北道）.，•' 
へ東北帮鮮埤區(麵 •馬鈴薯赞X 蝣鏡南北道） 、. ，、

南 帶 （熱塊蛛脔荥帶)t 人’. ，’
] •毫癩區(高滷多雨羁業璃） ン . . . . . . • ，

バ、西南聱海- 蟬(せ瑪龠X 北緯24輿半以南の吗燁地力:)".- 
ロ * 非肇筠胆戚(米•茶帶〕(北韓2彼半以北の枣西- 捧）

へ來寧灣瓯區(米•甘蔗帶X 北緯24度半以南の來捧） ,
2 . 南洋區：コブラ帶)（南洋•諸島） ， ： ：. . ..

,

と
，こ
名
で
：右
の
經
濟
地
理
區
谦
分
は
''

^

ク
：に•，と
つ.
て.
利
用
し
•
，
得

：ベ
き
~
も

ゎ

で

あ

ら

う
 

加
？
被
か
•
に
、.
田
中
氏
の
場
合
と
威
墩
に
、
人
;0
稀
薄
地
帶
卽
1

山

岳

地

，帶

を

以

つ

ズ

秦
 

界
と
な
せ
厶
鼢
に
於
い
セ
、自
^

^
理
區
&

の
方
法
に
比
し
て
遙
か
筘
有
备
で
あ
る
， 

然
し
乍
ら
日
，本
海
岸
區
と
し
て
汛
羽
れ
ら
山
暧
に
至
る
ま
で
の
細
長
い
地
厥
を
設
け
た

..14..,
之.，..
.
ぐ..'
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にへ..
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こ
と.
は
々
吾
々
に
と
つ
て
の
こ
の
勞
作
の
徵
^

^
 く
し
て
居
る
。
即
ち
び
れ
等
の
裏
：

〗 

-«.
本
諸
地
方
は
ハ
そ
れ
等
相
五
閒
の
關
聯
ょ
り
は
他
の
諸
地
域
と
の
關
聯
が
深
ぃ
0

例.-

• 

. 

r 

■ 

w
- 

V 
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. 

-
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-
-
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へ
拭
出
靈
區
の
主.
要
疹
出
品
た
る
f
米.
•
木
材
，木
炭
等
に
し
て
も
、
そ
の
大
部
分
が
京
ン

•V  
. .

-

:'.• 
.
.
.
. 

- 

,  
---
.r .

.

.■

濱
帘
場
へ
向
け
ら
,̂
て
來
た
。
ま
た
出
羽
龃
區
：と
北
越
及
び
山
陰
蓝
遞
の
間
に
は
、
經
：
V

• 

• 

- 

. • 

. 

• 

- 

- 

• 

)• 
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•

:
濟
的
發
憑.
震

：¥

相
逡
が
あ
岑
や
$;
贮
葸
ぇ
洛
。)

壬

||
畫

額

め

相

遠

忆

依

つ

ヤ

.
大
體
斯
か
る
事
情
を
窮
ふ
こ
と.
が
出
来
や
う
c

te
四)

。

M;
に
後
述
す
る
中
う
な
理
由
に

.
. 

, 

.

.

- 

-

:

依
^

て
；もc

®
::l;

讓

^

出
羽
餌
處
義
山
濃
亜
握
は
旧
央
灰
奧
羽
塊
方
及
饮
中
國
地
':
 

方
に
分
歡
也
し
め
ら
る
べ
き
で_
あ.
る
。

;

(g

四)

各
縣H

業
產
額
の
太
體
の
比
較
を
行
ふ
と
左
の
如
く
で
あ
る
。C

昭
和
十
二
年
度〕

砰
び
本
^
綿
辟
の.
硏
免
ミ
國
‘土
計
雉
に
就
，い

そ
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の
兩
者
を
,#
用
す
る
こ
と
'に
依
つ
て
、
經
濟
地
理
區
區
劃
が
最
も
拓
し
く
行
は
れ
得
.る
と
信

r 

; 

\
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じ
る
;0

P

計

hs
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%
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五
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人

口. 
一
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人

當

屯

產

額
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圓
バ

S
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八
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親
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0
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ニ
門
七
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五
，八
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五
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.
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こ

れ

霞
,

m

海
琉

•

賢

形

成

：す̂

餐

邊

，
• «

•

南
：九
州‘

球_

め
：因

共
通
點
を
持
ち
、•

地
理
學
的
艽
は.1

地
理
區
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
，宜
い
が
广
行
政
區
劃
と
し
て
，は
や

^

り
近
畿•

四
國

•

九
州
の
：

..1

•部 

と
し
て.

分
屬
せ
し‘
む
べ
き
で
あ
ら’
ゥ
。
そ
の
最
も
主
要
な
理
由
は
、
こ
れ
等
'0
0
間

に

海

を

隔

，て

、
居

る

こ

'
と
で
あ
る
が
、
更
に

〔

同
じ
こ 

と
が
中.

1

*

西

瀨

戶

及

：び

北

九

州

0 0.
:
各
地
區
忙
就
衫
て' 4.

方
味
れ
得̂

,

蕞
穆
に
';
\
#

潫
辭
衝
_

_

蓝
寫

も
亦
、
問
題
と
し
て
檢
討
さ
る
べ
き
點
で
あ
ら
ぅ
、
田
中
氏
の
綜
合
地
理
區

.

に
於
い
て
も.

、.
自
然
難
理
區
に
於
い
て
も
、
伊
勢
屯
野
は
，
 

爱

地

方

の

：|

餘
と
^

て
|

^

さ

私

て

：
居

名

"0

逢
3
:

:
_

合

货̂

帶.
の.
.
て
翼
と
見
ら
れ
る
關
係
か
ら
、

平
輝
を
遠
地
方
か
ら
吩
離
し.
て.
東
海
地
方
に
，
_

屬.
せ
し
め.
る
べ
き
で
は
な
.い
か
と
思
は
れ 

.
る

が

、

そ

：
の
：
判

萣

•
に
は
十
分
な.
調
査
研
究
の.
必
要
が
あ
る
o

'

ベ

.

■ - 

- 
- 
- 

:  

- 
- ノ，.. ; 
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-

富
士
伐.
の
研
究
發
表
後
五
年
^
經V

、

昭
和
九
年
か
ら
翌
•一

0:
年
に
^

た
&

米
國
め
經
濟
难
理
：研
究
雑
®

に̂

sn
o

m
ico

e
p

g
ra

p
h

y
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地
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研
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國
土
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蜜

に

歲

，
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.
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尨
か
づ
た
。.

殊
に
北
陸•

東
山•

束
海
の
三
區
に
就
い
て
は
、
前
述
の
諸
研
究
と
異
な
，る
區
劃：

を
行
つ
て
居
る
や
ぅ
で.

あ.

る
が
、
そa

を 

_

か
に
散
-:
1

>

得
な
が
や
た9
# .

の
雜
握
：駕#

は
、.

；由

亦

氏
: 0

:
區
劃
：志
_

尚
尨

の
北
九
州
は
即
ぢ
田
中
氏
；の
北
及
び
^

^
州
區
に
相
當
す
る
.こ
と
の【

ー
點
め
趴
い
'
て
異
な.
る
の.
み
で
あ
る
。
從
つ
て
と
、
で
は
こ
れ
以 

.
上.
論
ず
る
必
要
は
な
い
で
あ
ら
ぅ
。
- 

.

, 

,

.
以
上
^

以
っ.
て
地.
理
學
者
に
依
高
日
本
地
理
區
硏
究
の.
，紹
介
$ :
'
終
る
。
未
だ.
精
細
な
調
査
•
に
基•
く

硏

究

，
は

現

れ

て

'居
な
い
が.
、
各
地. 

方
の•
自
然
的
及
び
人
文
的
特
姊
性
は
、
上
述
の
諸
硏
究
を
通
t

て.
大
體
こ
れ
を
窺
ふ
こ
と
が
趴
來
る
。
然
し
乍
ら
こ
れ
等
は
孰
れ
も
將

來
の
大
行
政
區
割
と
し
て
の
單
位
地
區
に
そ
の
儘
利
用
し
得
ぬ
こ
と
は
前
述.
の
如
;<
で
あ
名
'0
然
ら
ば
何
故
利
用
し
得
る
か
。
抑
々
雄

. 

,
. 

■ 

. 
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- 
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■

位

地

域

'た

る

に

は

如

何

な

る

條

件

を

，充

さ

ね

ば

な

.
ら
ぬ
か
。 

'

‘ 

. 
|
1
、
單
位
地
域
の
艰
態
に
對
す
る
國
土
計
畫
上

'の’諸

要

求.
,
ニ

，
 

：

：

•

,

上
述
の
如
き
諸
種
の.-
维
理
區
は
、
地
理.
學
的
見
地-
加
ら
區
割
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
即
ち
地
域
的
特
殊
性
に
基
く
も
の
で
あ
る
。
然
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る
広
國
土
計
畫
上
の
單
怆
地.
域
設
定
は
行
政
山
，の
目
的
に
出
る
も
の
で
あ
り
、
從
つ
て
上
述
'
の
.諸
種
地
理
區
を
そ
の
儘
に
利
用
し
得
ぬ

-
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■-
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こ
と
は'む

じ

，
ろ

當

然

で

あ

る

: °
然
し
：乍
ら
閣
議
決
'定.
の「

國
土
計
畫
設
定
要
綱
：

i

に

も

，
明

記

さ

，
れ

て

あ

る

や

ヶ

に

、

’「

内
外
地.
各

地

方

.
の 

特
性
I

發
猶
せ
，
し
め

」

る
と
と
も
ま
た
國
土
計
畫
の
ー
、
重
要

0

標
と
杈
る
の
だ
か
ら
，
上
述
の
如
き
地
理
學
的
硏
究
が
必
要
で
あ
る
こ 

と
，も
明
か
，で

〔

あ
る
，
然
ら
ぼ
單
位
地
域
，は

.

各
地
域
の
特
殊
性
の
他
、
如
何
な
る
泰
情
の
考
慮
欠
*

い
て
こ
れ
を
區
割
す
べ
资
で
あ
ち 

ぅ

か
,*
0

#

々
單
位
地
域
と
稱^

べ
、き
も>

に
は
、"，
國

土

計

畫

遂

行

上

：

9

手

撕

と

、
じ

..
て.
の
；暫
定
的*

位
地
域'と
、
國
土
能
截
の
結
弗
上
し
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ど
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日
本
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日本の農業區（？ • B. Hallに據る) *

• I t 日本

1 ' 北 海 道 2.樺 太 3.吁 島 列 鳥 . -  
1 古 0本 ヾ

1.奥漪區(衆北六縣）

2. 北陸區(新潟•禽山•石川•福沖？）

3:'東山區C長野，山梨•岐阜北紐？）

關束區(關眾地方） ，

6- 七島•マリアナ諸島區

A 東海區(靜阔•愛知•岐阜南部？）

7- 畿內羁(近江盆池•大阪!平野•伊勢乎野) .
8- 山陰區仙陰諸縣•兵庳及東都の北部）. 、
9•.瀨戶内區(山 陽 寧 •庚癉南部。北四亂）

10- 南海區(紀伊半島•南四國）.
1 L 北九州區(熊本平野以北）

32. 南九州區 

I 琉球•襄灣 ' ^
I•.琉 球 諸 島 2.西 臺 灣 3. 東毫灣 

皿 ‘朝 鮮

；. •北 朝 鮮 ？. 中 部 朝 鮮 a 南朝鮮.
* 古日本の部分は原本を見る暇なく大井芳雄 

氏の紹介文(地理學評論、第丨1卷第5號昭和 

10年5 月所載）.の小圖面から务•地區、の续 

城を推定、ナこもの故* 細V、點に就V、てはIE 
確に原著者の區分を傅へ得たとは確言し難

伹_
し_

は
原
本
を
見
る
機
會
を
失
し
、
：！<
井
芳
雄
氏
：$
紹
介
文
に
據
つ.
た
爲
め
に
、、
#;
地
區
の
境
界
を
明
確
に
舛
る
こ
と
が
出
來



得
^
p
本
^
理
區
の
访
究-
^
國
土-
針
斑
：
.
に

就

い

で
*

'

•

 

四
0

へ̂

六
四)  

ズ=
^
現
ム
現
在
'の
：
府

縣

崩

に

，
代

小

或

は

^
れ
を
補
延
す
‘ぺ
き
單
位
地
域
と
の
'ーf

種
が
ぁ
つ
て
、.

前
者
は
先
づ
第一 :

に
後
#

を

考

慮

し

.て 

.

區
¥
^

れ
^

^
»

も

般

こ

：
と
f̂
前

に‘述

ベ

た

。
、
，

(

前

揭

胡

稿

第

ム

_

節

參

照

)

^

に

と
.V
で
，も'先

づ‘最

後

的

に

出
^ '
上.
る
V
へ

き

區

劃

に

就

•
い

.T
t:
述

、
へ
.
逢

』

-
4
に
’ォ

る。

'

>

 ,  

•
.  

’

、i
,

ぶ
る
：
で
と
；
の

*

位

地

域

，
の

形

態

に

就

い

て

述

べ

る

f

に

は

、

咣

，づ

袭

初

に

各

單

位

地

域

の

機

能

の

諸

要

素

を

考

虡

せ

.
ね

ば

な

ら 

汾
;?.

甸

土

衰

ば

、
各

赖

域.0
形
態
纪
雙
る
諸
耍
求
ば
、
，結
筒
に

.

.
於.

いH
、

各
^ ;

域-
0.
.

機
能.

を
最
大
限
に
發
撺
し
得
る
と
士
を
主
要

'. 

目_

ぁ
し
：て.

生
脅
る
か
ら̂

.

ぁ
：る0

そ
夂
で.

§

位
織
域
艽
要
求
さ
れ.

る
機
能
如
甸
と
い
ふ
に
、
大
別
し
て
.次
ね
ニ
種
で
ぁ
ら
ぅ
と
思 

.

ふ
、
即
ち
先
づ
第
一
に
は
、
'
地
喜
政
忐
最
高
章
位
と
し.

て‘
、.

從̂

^

隣
接
府
縣
相
互
間
に
注
々
見
ら
れ
る
が
如
き
摩
擦
或
は
無
連
；
 

_

- 0

弊
^

排
^

4

?

行
政
能
率
を
最
大
眼
，
£

發

揮

、
す

る

に

と

、

第

ニ

に

.
ば

經

濟

上

に

可

及

的

高

度

の

自

給

自

足

性

を

具

有

す

る

と

同 

時iT
.

鑛
異
い
て
特
殊
的
能
力.

翁

揮

す

る
f

で
I

。
こ
の'
兩
者
は
本
來
別
個
の
齡
闕
係
な
要
求
で
は
な
く

*

±

に
そ
の
： 

^

^

せ
ム
め
馬
れ
ず
し
て
他
の
滿
足
を
期
す
る
ご
ふ
の
出
來
ぬ
關
昏
に
ぁ
を
。

ぶ
れ
等
ゎ
根
本
的
尨
要
枣
の
見
地
か
ら
、
，各
地
域
の
形
態
に
關
す
る
次
‘の
如
岩
諸
要
求
が
坐
ま
れ-
て
來
る
パ
先
づ
第
マ
に
各
地
域
は•  

右
の
：
.
一
.
;ー
機
能
'を
來
す
爲
，め
に
適
當
な
面
積
文
持
大
ね
ば
な
ら
ぬ
。
但
し
適
當
な
廣
さ
と
云
つ
て
も
、
單
な
る
土
地.
面
^:
に

就

い

て

の

み 

1
5
 ノ
すi

と
へ
は
出
來
啓
い

。,
域

内

に

現

在
^

備

す

洛

或

は

將

來

建

«

さ

る

、
ベ

き

交
M ，
手
段
に
依
つ
て
の
廣
さ
を
考
へ
る
し
、.
更
に
地 

形
•
人
口
分
布
そ
の
；他
多
く
の
澳
素
を_

慮
せ
ね
ば
な
の
ぬ
。
ま
わ
、以
下
に
，述
べ
る
他
の
諸
要
求
の
內
に
劣
、
こ
の
面
積
於
定
に
對
し.
て 

考
t

さ
，る
‘べ
き
要
素
と
な
宏
の.

1

■つ

て

、

こ
，
の

面

積

決

^

は

非̂

に

困

難

な

仕

事

で

‘|.°
然

し

乍

ら

一

少

く

と

I

法

の

縣

を

】

一
：

味ぐ，,—-；—ア”“厂]料-“ ■■"い--,lin' ，II I inn m«rri nr r>.i im»»]*

\

パ
极
土
合
併-1
>

た
も
の
で
，あ
る
こ.

と
は
、
，
农
に
擧
げ
た
機
能
へ
，
の
耍
求
玄
滿
呢
せ
し

.

め
ょ
う
と
す' §

場
合
、
必
然
に
結
論
さ
れ
て

.

來
る
0.

.

.

.

.

 

.

.

.

.

.

 

■

、

 

V

 '

 

-

、
 

.

.

 

,

 

>  

.
:

)

然
し
乍
ら
他
方
に
於
い
て
、
余
り
に
廣
き
に
過
ぎ
る
こ
と
も_
勿

論

許

さ

れ

な
:^
;-
°

士

述

の

諸

硏

究

に

於

い

て

例

へ

ば

田

中

氏

の

所

謂

中
 

部
^

^

寧
^

.̂

^
央.
高
摊
の
|

:#
'

她
*

^

^

ー
海
;(
0.
岩
#

ぬ
:»
ず
务.

_̂

の.

1_

^

齊

-^
鐵
.

¥

北

四

國.

九
州
中
部
以
北
を
含.
む.)

の
如
き
、
明

か

に

廣

き

に

滿

ぎ

今
.

•
'
ノ

.

.

'♦
:

.

第
二
に
は
各
地
域
が
相
互
に
大
體
に
於
い
て
等
面
積
で
あ
る
や
う
、に
要
求
さ
れ
る
。
こ
れ
も
ま
た
現
在
及
び
將
來.
の
各
地
域
に
於
け 

る
.探
濟
人
n

等
の
考
慮
に
莶
い
て
決
定
さ
•る
べ
き
こ
と
で
あ
ら
う
が
、原
則
と
し
て
等
面
積
が
望
ま
し
い
こ
と
に
變
り
は
愈
い
。
蓋
し 

各
地
輝
の
勢
力
■が
相
均
衡
す
る
こ.
と
が
理
想
だ
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
經
濟
的
自
給
&

足
に
到
達
し
ょ
う
と
す
；
目
的
か
ら
一K

っ
て
も
、 

他
の
條
昨
が
等
1

い
と
す
れ
ば
*

各
地
域
が
等
面
賴
た
る
べ
き
で
あ
ら
う
。

' 

, 

.、

‘-._
H.
-E
ば
各
也
域
垆
夫
々
接
壞
地
帶
か
ら
成
る
で
と
が
要
求
さ
れ.
名
。
_
間
に
他
地
域
を
挾
む
飛
地
か
ら
成
る
と
と
は
哪
か
に
不
滿 

.
迅
^

^
態
で.
あ

つ

て

、

田

中

氏

の

説

，の

如

べ

、

中

部

日

•
本
を
橫
斷
す
る
中
央
高
她
P
爲
め
に
、
北
陸
地
方
が
越
後
及
び
■西
部
北
陸
に
、
，
 

,

柬
海
地
^

が
關
東
及
び
西
部
東
海
地
方
に
•

夫
.々
隔
離
さ
れ
る
•
が
如
き
は
、
地
理
學
的
に
は
妥
當
で
あ
•
る,
a：
し
て
‘も
、
射
政
區
劃
設
雙 

の
場
合
に
、は
採
石
こ
と
が
出
嘗
な
い
0,
ま
太
中
間
に
海
面
を
挾
む
セ
，と
も
、
原
則
石
-1
>
て'
は
好

^ :
し<

な
い
と
思
は
れ
^
。
尤
も
海
面 

は
题
面
と.
異
な
っ
て
そ
•
れ
を
他
の
行
政
區
劃
が
占
據
す
る
の
で
■は
な
い
か
ら
、
陸
上
の
飛
地.
の
場
合
程
に
は
不
利
益
が
大
き
く
な
い
。 

然
七
乍
ら
膣
上
に
著
ち
き
交
通
隙
碍
の
な
い
限
り
は
、
陸
上
の
交
通
が
ょ
り
自
由
で
あ
る
こ
と
は1

K

ふ
ま
で
も
な
い
。
そ
^

で
南
海
の. 

三
地
區
は
夫
々
近
畿
•
園

•
九

州

に

分

屬

V

へ•
き
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
。

, t
た
上
述
の
諸
硏
究
の
殆
ど
す
ベ
て
に
於
い
•
て
、
瀨
戶
內 

再
び
H
本
‘，地
S

の.
硏
芝
國
土
計
^ 1
に
就
い
て- 

.

四
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バ
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f
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-u
uy
ap
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fn
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U
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Ha
H
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将

ゼ

汨

本

尨

.
_
撼
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硏

究

过

國

土

箭

赉

に

就

ぃ

ズ
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六
六)
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*  

' 
- 

-  

/

海
に
面
す
る
山
陽̂

ひ
北
四
國
が
プ
地
區
に
看
做
さ
れ
た
の
で
あ
ら
た
が
、
こ
れ
に
も
同
樣
な
こ
と
が
一

5

る
で
あ̂

ぅ

尸

中

國

：
=
?
陇

..深

讲
_

姻
5
脈

が_

> .
沖

國

議

四

國

於

爾

北

兩

部

を

.賺

右

不

礙

應

地

帶

で

^

_
た
に
探

•

 

■

 
.

 

■

 
■

 
-

. 

-

.

.

 ,

 •

 

-

 

......... 

.-
 

•
 
: 

... 

....

.

 

.  

■  
.

 
-

i 
-

 

—

,.

.

.

.

.

.

.

上
%

u b
較
卿
靜
躧
，で
あ
り
、
却
つ
.て
山
陽
及
び
北
四
國
の
關
係
を
密
接
な
ら
し
め
た
。
瀨
戶
內
海
は
通
路
と
し
て
便
と <

ふ
1

で
け
で
な.

' 

• 

r '  

■ 

、' 

)  

二

-

，
：

く
、相

：：
^

模
す
る
海
岸
や
多
數
の
鳥

®

に
依
つ
て-'
、
交
通
を
频
繁
な
ら
し
め
，る
誘
則
が
提
供
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
斯
く
し
て
こ
れ
を
挾 

む
南
'̂

亦
一
地
艰
と
请
做
さ
れ
る
に
至
つ
た
の
だ
が
、
他
方
に
於
い
て
山
陰
地
方
及

.

び
南
四
國.

を
綠
展
せ
し
め.

ょ
ぅ
と
す
れ$

夫
.々

> 

.■■

.
,
.
.
.
■'
■:
.
.
:
.
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-

■;
■'
,
;
パ

'
.■:
•
.
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へ

.>
■
:ぐ
：

>■-
,

)

-

V. 

V..
.

V
V;:
:

....... 

.

.■

- 

V
-レ
パ

山
陽
地
產
び
北
泗
國.
へ‘
の
交
1

手
段
を
十
分.
に
輿
べ
、
同
時.
に
山
脈
奄
農
業
*
林
業.
畜
齑
業
等
に
依
つ
て
生
產
地
帶
と
化
さ
ね
ば
な
'

.
* 

. 

. 

. 

,• 
:
 

* 

- 
, 

T

:

ら
激
い
:'-
0

現.

に

中

國

，山

韻

に

於

，
い

て

は

、

か

な

り

に

こ

.
の
事
が
實
現
さ
れ
て
居

.

る
。
而
し
て
斯
か
る
方
針
を
採
る
場
合
に
山
陽
及
び
山 

.&

、
谓
戈
ガ
北.

四
彌
が
别
個
の
行
政
區
割
に
屬
す

.

る
こ
と
は
、̂

し
く
不
利
だ2

考
へ
ら
れ
る
.°

.

.
第
四

.，に
喻
狹S

*

に
於
け
る
形
に
就
い
て
の
要
求
が
あ
る
。
卽
ち
地
域
内
の
諸
地
點
が
行
政
上
.の
中
心
地
に
可
及
的
に
接
近
し
得
る
と

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
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.

.

.
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.
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.

.

.

.
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.
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共.
■に
、
經
濟
的
に
も
緊
密
な
關
係
を
持
ち
得
る
や
ぅ
な
形
を
と
る
事
が
望
ま
し
い
。
國
家
に
就
；9
て
沄
へ
ば
斯
か
る
意
味
の
理
想
的
な 

形
は
避
ら
く
圓
形.
で
あ
ら
3.

が
、(

ズ
ー
パ
ン
著
阿
部
市
五
郞
抄
譯
•

政
治
地
理
學
綱
要
、
昭
和
八
ハ
ヰ
刊
、.
九1

1

五
頁
參
照
}地
方
行
：
 

政

區

劃

は

，そ
^

が
接
壊
地
费
に
設
け
ら
れ
る
以
上
は
、
圓
形
は
雄
つ
，て.
許
さ
れ
な
い
。
そ
と
で
正
方
形
が
恐
ら
く
理
想
と
な
る
が
、
實 

際
は
她
濟
<o
'
關
係
に
依
つ
て
ノ
斯
か
る
理
想
耙
近
似
す
る
形
を
得
る
と
>

す.
ら
囷
難.
で
あ
る
0

来
國.
で

は

經

綠

乾

線

に

據

つ

て

^

界

を 

劃
し
從
つ
ベ
方
形
を.
な
す
も
の
が
#

く
ノ
中
に
は
正
方
形
に
近.
^
右
干
の
州
す
ら
あ
る
が
’、
こ
れ
は
米
國
の
如
き
藤
史
を
持
つ
國
に
於 

v
v
-§

み
可
佛
で
ぁ
笑
と
と
ャ
•.
し

か

も

：篤

.
に

於

>•
て
^
、
例
へ
縱
七
洲
に
尤
た
る
テ
ネ
シ
1
溪
谷
地
方
を
麗
し
て
そ
の
鋪

を
行
つ
て
居
る
や
ぅ
に
、
こ.
の
境
界
が
不
滿
足
な
も
の
と
な
つ
て
來
た
の
で
あ
る
.0
本
邦
贮
於
い
ズ
府
縣
に
狀
り
或
は
'そ
れ
''
$:
補
足
ず.
. 

:

る
太
^

政
區
劃
た
る
べ
き
候
補
地
域
を
考
へ
て
見
る
と
、.
關
m

她
ネ
が
最
:%
在
ホ
^

に
近
い
。
‘氣
猴
に
兹
い
て
爾
劃
^
―

カ
日
来
海,
 

岸
區
の
如
含
は
*

と
ひ
意
味
に
於
い
て
最
も
劣
等
な
る
形.
を.
な
す
と
沄
ふ
‘ベ
ぎ
で
あ-
り
.
-
.
こ

れ

を

三

部

に

分

つ

て

北

部

を

輿

羽

に

南

部
 

を
中
國
に
分
屬
せ
し
む
べ
‘
し

；と

す

石

理

、
甶

の

マ

.
0
と

な

，
る

。

祖
1
と
'れ
筹
の
場
合
で
も
、
中
心
地
か
ら
の
等
時
間
距
離
が
童
要
視
^

 ̂

べ
き
で
、
軋
に
外
面
的
な
形
に
の
み
拘
泥
す
，ベ•
き
で
な
い
こ-
と.
は
言
を
俟
た
ぬ
。
卽
ち
方
形
の
横
の
：
一.
邊
に.
沿
ふ
ヤ.
山
地
が
灸
る_
場
合
... 

は
、
そ
の
方
形
は
横
に
長
く
な
石
？
斯
く
し
て
北
陸
地
方
の
如
^

は
、
若
し
も
親
不.
知
•
木
芽
：

t
.

間
^

限
名
と
す
れ
ば
、
そ
の
地
形
に
相 

應
し
た
最
上
の
形
を
な
す
と
、

1
K

へ
る
，
か

も

知

れ

な

い

.
。
、

：

.

>

ン 

.

単
位
地
域‘
の
輪
廓
広
對
ナ
る
要
求
は
大
赂
供
上
の
如
く
で
あ
ガ
が
、
更

.

に
輪
廓.
以
外
の
意
味
に
於
„け
る
形
態
に
就
いて
も
重
要
な
要
、 

求

が
' ^
.

_

ち

爾

形

出-€
>
:泰

藤
#

^
文
地

趣

；
4

0 ;
馨

，に.

_
轉

ぼ

多

ぅ̂
^ ̂

:..,

x

ベ
：.：.
.
：
 

み

暮
_

■

烟_

_

的_

赢
藤
か_

_

艮
足
狀
膨
に_

,

名
：游
爲'̂

:

に#
--
:

%

&̂

^

力

電

馨
■

里

霞

1

達

1

饅_

戏_

地
1

騰

養

臟

甚
_

識

_
_

^
^
^

.

四

歐

翻

梦

.が

^ '
'

關
^

^

泰

で

：あ

务

こ

^

が
：
望

遺

：
し

恥

：。

^

し

セ

周

遴
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く
分
水
嶺
ま
で
及
ぼ
す
，こ
と
が
合
理
的
で
あ
名
。
水
虛
業
地
及
び
交
通
運
输
腐
と
し
て
海
‘岸
を
持
づ
こ
と
も
勿
論
必
要
で

>

る.

が
、
本 

邦

に

於

い

ィ

は

こ

，
の

點

.
は

惠

ま

れ

た

^

態
に
あ
り
、
特
に
.重
要
袅
考
慮
戈
必
要
と

-1
:

な
い
.。
ま'̂
人
文
地
理
上
の
形
態
に
關
し

.

て
は
、 

&

枚
■

地
が_

單
婼
地_

の#

#
^

位̂

免
る
&

£

ポ%
5

*:

及

孜

黨

：
の
：
動

籐

が

命

猜

呒

經

濟

的

發

^

•  

'

抒
び
：1
:本
地
理
谣
の
硏
究
ぜ
阙
土
針
麕
に
葳
い
て 

：

•

W

三
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四
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^
得
る
狀
態
に
あ
-t
)
"
且.
つ
-4
た
こ
，の.
點
に
就
い
て
各
地
域
間
に
大
^

^
し》

狀

態

，が

あ

る

こ

と

*

各
地
域
内
•
の.
‘部
分
々
々
が
他
地
.域 

、
と

ょ

卞

は

地

域

.
内
部
に
於
い
て
±-
り

密

孩

食

舞

濟

，
的

_

係
を
廣
つ
こ
と
等
が
要.
求
さ
れ
る
。
こ
の
最
後
，の
勸
に
胤
七
て
は
、
四
國
の
如 

會

極

切

て

不

滿

足

，な

I

態

に

，
あ̂
と
^

つ

て

ょ

く

、

從

づ

セ

高

度

、
の

行

政

能

率

、
を

擧

げ

る

’こ

と

が

比

！
^

に

雨

，難

と

考

へ

ら

れ

る

が

、 

そ
れ
，に
も
拘
ら
ず
鳥
：&

形

の

故

，を

双

つ

て

ニ

，
單

位

堆

摘

と

レ

，て

谓

割

ざ

る

ぺ

き

セ

あ

レ

ぅ

0.
. 

:
 

, 

單
位
地
域.
の
形
態
に
對
す
る
•
以
上
の
，如
f

諸
要
求
の
全
部
を
滿
足
，

さ

せ
る
や

ぅ友
區
劃
を
行
ふ
こ.
，と

は

金

く

不

可

能

で

‘

る
。
吾
 々

•
は
唯
¥

斯
か
る
考
慮
を
兹
雄
，と
，し.
て
洛
地
趟
の
»

劃
を
行
办
得
る
杧.
過
>

な
>
。

、
.

'

,

■

へ

三
»

篇
寶
用
钠
地
域
區

.

劃
.

'

‘
/

« ,.
.
 

、

抵
上
に
货
け
る
‘府
縣
制
の
，不
犯
财
、
_旣
K

幾
多
‘の
實
用
卿
^ -
地
方」

又
はr

地
區」

.
を
'區
劃
せ
し
め
て
盾
る
。.
そ
れ
に
は
^
， 

か
特
殊
の
，行
政
肖
的
に
出
づ
る
も
の
が
あ
^

、
辉
濟
^

動
上
の
-^
的
か
ら
設
觉
さ
れ
る
も
の
が
あ
り
、
宗
敎
的
活
動
の
必
要
に
應
ず
る 

も
，の
そ
の
他
が
あ
る
。
そ

れ

等

の

地

域

'が

^ -
劃

さ

れ

た

の

，
は

、
、
孰

れ

も

未

々

‘
の

活

動

に

と
つ
て
斯
か
る
地
域
を
•單
位
と
し
て
用
ふ
る
こ 

と
が.
必

要

，だ

つ
^

か
ら
で
^

る
4

即
ち
各
地
域
は
、
全
國
に
ゎ：

た
る
何
等
が
I

定
種
類
の
活
動
を
地
域
的
に
略M

均

分

せ

し

め

.る

性

質 

.
を.
持
.つ
も
の
と
し

て
/ '
或
は
地
域
的
差
異
に
應
じ
て
活
動
方
法
' |
:

異
な
ら
し
め
る
®
め
の
：範
圍
區
劃
だ.
る
性
質
を
持
つ
.も
の
と
し
て
、

:

史

に

或

ば

こ

の

，
兩

^

^
殼
ね
る
も
の
と
し.
て
、
：區
劃
ざ
れ
章
用
さ
'れ
る.
の
'
で
あ
る
。

„

ま
た
：こ
れ
等
，と

多

少

性

質

を

異

に

す

る

も

6
と
'1
.
で
官
廳
統
計
に
於
い
七
使
用
さ.れ
る「

銃
計
區」

於

あ

る
.0
こ
れ
.は
全
國
各
莳
縣
を 

次
の
如
く
區
分
し
、.：各
府
縣
に
對
す
る
數
字
を
こ'の
地
^
別
に
集
，̂

^

、

そ
れ
に
依
つ
て
木
邦
各
地
方
の
概
觀
を
容
易
な
ら
し
め
て
居

: 叙 II* 區 , -

北海道

* 北 ま （资森*岩手*営城•秋田•山形•藕辦 

關東區（茨城•枬木•群,摇. 玉•千葉*東京•神奈 

'  ■ 川） ，
.北陸fe,(锊潟•富U4•石川•輻井） 产 

來0/癌 （山梨*長.野•岐舉）

東海區靜列 •梁知*ヨ®) ■ ‘

近畿區.（滋奴•苋都•大阪•民酿•奈良•和歌山） 

中國區（鳥联•島根•岡W •廣島*山ロ)，

ノ四國區，、德島.筆川•愛竣*高知） , ' '

:九州lk di岡•佐賀•長崎*熊本*大分•宮崎：鹿兒 . 
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沖繩縣

るo 

•  

,

、•
■こ
れ
，
等

の

他

，
區

は

如

何

な

.
ろ

事

由

に

汝

<)
'

て
斯
く
區
割
さ
れ
，た
か
、 

筆
者
は
ど
ル
を
詳
^ -
に
し
な
い
の
で
ぁ
る
が
、
恐
ら
く
古
來
，か
ら
の
五 

.
氣
七
道
ど
考
戴
に
人
れ
た
も.
の.
と
想
像
さ
れ
る
0

而
し
て
と
れ
，五
畿
七 

道
ば
、
'近
代
に
至
っ
て
地
區
名
が
禅
道
名
ど
し
て 

一̂

に
.使
用
さ
れ
る 

場
合
す
ら
生
レ
た
こ
と
か
ら
見
て
、
初
期.
の
時
代
の
如
き
意
翁
を
失
つ
、
 

た
か
と
^
思
は
れ
る
が
、
斯
か
る
古
代
の
行
政
區
劃
を
坐
ぜ
し
め
た
事 

像

-
^
-
そ

れ

比

生

と

^

て.
中
央
に
對
す
る
位
置
及
び
地
形
だ
っ
，衣
と
界 

は
枚
る——

は
今
も
縣
殘-
っ
‘て

居

今

曝
b
時
代
のM

•
本
邦
各
地

V.
V
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. 

.'

.
一

 ...
'V

-..
- 

.
-....:

 

....

*•. 

....

•
•.
:

.  

) ...，
•+-
'•.
-•
;'......
 

•
.

-

:
.

+
•
 
.

.

:

*

方

か

發

達‘
伴
つ
て
、
そ
の
意

義

を異

に

し

て

來

た

に

過

ぎ

な

い

’
。

だ

か

ら

抓

か̂

^
針
區
を
設
げ
る
ご
と
に
か
な̂
'重
# -
^ .
意
翁
克
認
め
得
る
斤
敗
ふ
。
上
述
し
た
地
理
學
者
の
諸
研
究
と
比
較
し
て
も 

が
な
り一 .

致する區就があることから匕

'の
考
へ•
は
誤
レ
で
な
か
ら
ぅ
。

、

 

•

ご
れ
に
务
少
似
た
# ;
良
の
も
P

に
、
’明
治
以
後
に.
地
理
敎
育
上
も
の
他
一
般
に
衝
用
さ
れ
て
思
る
派
方
別
區
劃
が
あ
る
。
筆
者
は
ま 

こ.
と
に
不
敏
に
し
て
こ
の
由
来
を
も
J
l

w
m
u

な
い
の
セ
‘

る
が
、
奥
科
* '
關
廉
*
中
部
*
近
畿
气
中
國
*
四
國
气
九
州
の
，七
地
方
の
ぅ
ち
，中 

部
也
方.
ば
を
の
名
稱
も
^ '
•

亂
も
阶
私
以
前
に
は
私
し
な
如
つ
龙
や
ぅ
で
耖
る
。
關
來
忆
政
治
，

濟
の
-

大
中
心
，地
'.
が
生
れ
、
北
海
道
及 

興
び
ル
灰
地
理
戚
の
釙
究
1?_

七
掛
遨
に
激
$
て 

.

•
 

■
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餌
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FK,
が
a

本
胍
理
區
の
砘
究w

國
十
：計
齎
に
就
i.
-c.
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陴
六
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七o
y 

.

ひ
^

^
地
方
の
開
發
•
が
進
展
す
る
に
從
っ
て
、
こ
0,
地
方
が
始
め
て
3
^
部」

と
觀
念
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
ら
ぅ
。
然
し
乍
ら
上
述 

の
パ
地
理
區
研
究
の
ぅ
ち
、

一
つ
と
し
て
匕
の
中
部
地
方
と
同
、一.
の
區
劃
を
行
っ
て
居
'る
も
の
が
な
h
o
ま
た
次
に
擧
げ
る
特
殊
行
政
區 

割
に
し
て
も
*「

國

土

，
計

鍵

設

定

要

綱

」

に

於

け.̂
區
劃
案
に
し
^

V

す
べ
て
然
り
で
あ
：る
◊

斯
く
し
て
/J,

の「

中
部
地
方」

が

地

® 

.
學
的
に
も
實
用
的
に
も.〗

地
區
を.
な
し
得
な
い
匕
と
は
殆
ど
決
定
的
だ
と
^

つ
て
{
耳
が
ら
ぅ
。
唯
ぐ
多
少
こ
れ.
に
近
い
區
劃
が
、
田
中
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.

氏
の
中
部
地
方
に
求
め
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、‘
そ
れ
も
關
東
•
東
海
•
北
陸
地
方
及
び
中.
央
高
地
を
合
せ
て
斯
く
稱
す
る
の
で
あ
っ
て
、—
1
中 

:
部
祂
遂
に
相
當
す
る
地
域
を.
一
地
理
區
七
看
做
し
で.
居
る
の
で
は
な
い
0.
:. 

. 

’ 

.  

■ 
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最
後
に
吾
々
に
と
っ-
で
參
考
と
な
る
，諸
種
の
實
用
的
地
域
區
f

表
示
す
れ
ば
茁
の
如
く
で
あ
る
。
こ
れ
等
の
區
劃
戍
、
そ
れ
を
必 

要
と
し
た
浪
動
が
各
地
域
の
經
濟
に
最
.̂
|

'1
的
セ
關
聯
を
持
っ
性
質.
の
も.
の.
で
あ
る
が
爲
め
に
、
從
っ
.て
菩
々
に
と
づ
て
重
要
な
參 

考

資

料

と

な

り

得

る

も

'
の

で

あ

る

o_

こ'
れ
に
反
し
て
、
木
材
統
制
街
に
依
っ.
て
中
央
銃
制
機
關
，た
る
日
本
木
材
株
式
會
社
が
設
立
さ
れ
、

.
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少(

北

海

道*,
東

牝*
關

東*
中.
部
*
近

畿*
中

國*
四.
國.
.
九

灿)

.
の

夫.
々

に

地

方
•
す

ぎ

味

式

會
If
c

^-
設

立

さ

れ
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A
場

達
■
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嗔

：
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,

京
翁
旧
雛
聞̂

;

の
瓿«:
於
餐
1

«

级

變

區
劃
さ
れ
る
地
域
も
吾
々
に
と
つ
‘
て
重
要
性
を
持
た
な
い
。
從
っ
て
こ
の
場
合
に
、、
中
部
地
方
が
一
區
劃
と
し
て
秋
凡
げ
ら
れ
て
居
る

.

< 

- 

•

と
と
:1
>
、”
吾
^

:1
し̂

考
慮
^
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於
の
無
#
る.0
琬
闕
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-
:

: 

.

.

.
 

. 

•
 -
 

.

.*
'

 

•

 

.

 

■ -
 

4 

.

に
，：關
聯
す
る
地
方
區
劃
も
亦
こ
れ
に
類
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
結
局
吾
々
の
參
考
資
料
と
な
り
得
.る
靈
要
な
^ :
の
は
次
の
六
で
あ
る
o' 

，
但

し

：そ

：
の

遞

■

は
：全

：次

同

の

督

逸

釔

お

.

^



再
び
2
本
地
理
興
ゃ
斫
究
'飞
國
土
計
蜜
に
-就
'ぃ
て
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'
•

，こ

の
.
實
用
的
地
線
區
f

M -
覽
す
る
-̂
'

先
の
諸
點
に
注
意
を
惹
か
れ
る

.̂
f

f

第

，
 

1

に
は
、
中
部
地
方
の
尤
扱
化
に
於
い
て
、
五
種
の
ぅ
ち1

1
種
が
！
致
す
る
の
み
で
、
他
は
す
べ 

.
て
相
異
な
る
亡
と
セ
ぁ
る
？
同
時
に
所
謂
^

§
：

地
苏A

J

•
合
致
す
§

餘,

釜
：
_

:

い
:̂
と
も
；职 

に.
つ
べ
メ
然
る
に
こ
れ
と
正
反
對
杧
、
東
北
地
方
は
五
種
の
全
部
&

い

て

裏

の

：
儕

に

探

用

さ

れ
 

て
居
^ -
ま
た
九
州
も
殆
ど
ぞ
れ
と
同
樣
で-

嵴
.々
沖
繩
が
、分
離
さ
れ
る
か
併
合
さ
'れ
る
か
の
相 

違
が
ぁ
る
に
過
ぎ
な
い
。.
北
海
道
も
地
'M
と
し
て
考
慮
さ
れ
る
場
合
に.
は
常
'̂ ,

そ
0 .
« ;
に
|
地
區 

と
さ
れ
て
居
る
。
近
畿
•
冲
國
•
，四
國Q

； li

ー
堆
方
は
、
と
の
中
間
に
位
し
で
居.
る
ど
去
べ.
や
5 .
。
佴 

し.
奶
畿
地
方
は
常
に
三
重
縣.
を
除
い
、た
地
域
で
ぁ
る
と
と
は
注
目
に
馗
す
る
。
'斯
く
1>
て
こ
.れ
等

來北

關束•山細 

岐枣•觅海 

• 長 跸  

近畿 . ’

四國

九州？麵

地 方

同

同

同

同

同

同

北

M
m
陸

畿

國

國

州

來

關

枣

北

近

中

四

九

/
m

i
-

g

^
 
-. 

/̂■■■■=
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-

I

地

方

逋

裕

協

辫

會

■
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:

使
'
を
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.
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¥

雾

：理
，學
者
ね
硏
究
と
敁
較
^

る
時
>

興
味
軚
ぞ
1
—>
ー1故

f
^
l 
-•

■■■■■
■■
 

V
 

•
 

-

が
失
々
異
な
る
現
象
に
就
い
て
，の
地
理
1

を
探
究
し
乍
ら
も
、
そ
ひ
間
に
か
な
り
の
ー
致
を
見
せ 

て.
居
た
西
南
日
本
か
地
理.
車
.々
分_

、.
こ
れ
等
實
用
的
1

劃
祀

宜 

:" 

■:
ぐ

，
，：
-
' 

. 

*

便
居
な
い
の
に
對
し
て
、
三
重
縣
は
，普
通
近
畿
の一

部
と
看
做
さ
れ
る
に
拘
ら
ず
、
こ
X

で
は
逆
に

•*.
.
:地
理
學
的
友
區
劃
ど
：1:
致
^ :
で
居
勒
ヒ_

で
ぁ
る
チ
中
央
#

51 
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、

.

；• 

.  

-

——
——

•

ば
全
く
採
用
さ
れ
て
居
ら
ず
、
中
國
と
北
四
國
を
一
括
す
る
瀨
戶
內
區
は
、
五
種
の
う
ち一

一.種
に

於
い
て
全
部
的
に
或
は
部
分
的
に
採
用
さ
れ
て.
居
る
に
過
ぎ
な
い
。
こ
れ
に.
反
し
て
■.三
重
縣
は
常
に
東
海
區
の
一
部
と
し
て
取
扱
は
怍

•

'
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て
居
ち
。
地
理
擧
者
れ
硏
究
と
观
實
の
必
要
と
が
前
者
の.
場
冷
で.
妹
異
ネ
つ
衣
結
論
.$
:
生
み
、
後
者
の
場
合
で
.は
相
等
し
い
結
論
を
生 

ん
だ
と
沄
へ
や
う

o

'

斯
ぐ
し
て.
'問
題
の.
中.
心
は
所
謂
中
部
地
方
の
區
劃
龙
法
抓
何.
に..存
し.
、
と
れ
に
誘
發
さ
れ
て
、
同
地
方
に
隣
接
す 

.
る
關
東
•
近
畿
の
ニ
地
方
が
間
題
と
さ
れ
る
に
至
る
.。 

^
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.
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■へ.

'

-

，然
ち
ば
何
故
に
中
部
地
方
並
び
に
そ
れ
に
隣
接
す
る
ニ
地
方
の
み
が
問
題
と
な
る
の
だ
ら
う.
か
。
吉
田
氏.
に
從
ふ
と「

北
海
道
、
東 

北
*
’中
亂
*

四
國
、
及
び
九
州
，の
諸
地
方
に
，就
，̂

て
、
此
較
的
間
題
が
//
'
ノ^ '
の

は

、
：
そ

れ

が

地

理

的

に

_

ち

獨

立

的

な

'池

緣
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構
成
す.
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そ
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較
牧
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锬
れ
顏
域
犮
添
匁
爲
難
她
域
嚷
の
抱
地
：相

:$
間
：に

窗

：な
差
異.
が
坐
じ
得
&.

い
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、.

の
*
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に
ょ
る
の
で
あ
る
0」

(

前
揭
書I

1

ニ

頁)

こ
、
で
自
ら
獨
立
の
地
域
を
な
す
と
考.
へ
ら
れ
た
の.
は
、
恐
ら
く
中
國
•
四

國

•
九

州

で

あ 

hv
>
發
展
の
後
れ
た
地
域
と
は
m

北
で
あ
り
'

北
海
道
は
こ
の
兩
者
を
兼
ね
る
も
の
で
あ
ら
う
。
然
し
乍
ら
人
文
池
理
學
的
^
ゝ
中
國
す

.
ン

.
.

.
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.

四
國
•
九
州
が「

自
ら
獨
立
の
地
域」

を
稱
成
し
な
い
■と
‘と
は
諸-
家
の
研
究
に
依
つ
て
敎
へ.
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
む
し
ろ
第
一
一
節
に 

述
べ
た
通
り
、
行
政
區
劃
と
し
て
の
'
形
態
に
關
す
>

諸
，要
求
か
ら
、
島
嶼
た
る
四
國
及
び
九
州
は
勿
論
、' 
長
大
な
半
島
形
を
な.
す
^

國
：

.
 

*
 

•
 

.
 

I'.

も
、
夫
々
一
地
區
と
看
，做
さ
れ
る
場
合
が
多
い
の
で
は
な
，か
&'
う

か

。

從

つ

、
て

斯

か

.
各

意

味

で

「 -

地

，理

的

に

自

ら

獨

立

的

地

域

を

」

な

す■
 

と
一K

也
得
や
う
。
束
北
地
方
及
少
北
證
ば
共
に
-
發
展
が
後
れ
，
そ
の
開
發
の.
爲
め
<

は

、
、
夫

々

そ

.
の
全
部
を
、
.一

地
域
；̂
し•
で
取
扱
ふ-

. ' 
.
ぐ..
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こ•
と
が
出
來
* 

t
た
そ
の-
必
要
が
'あ.
つ
た
。.
北
海
道.
は.
早
く
か
ら
熝
別
‘の
小
區
分
を
持
ひ
：て
居
^ .
い
し
*
，他
方
東
北
地
方
は
六
縣
を
持. 

ち
乍
ら
實
際
に
一
地
域
と
し-
て
取
扱
は
作
て
居
る
o

東
北
興
數
株
式
會
社
の
出
‘現
•
内
務
筲
東
北
興
業
開
發
計
黨
の
實
施
等
に
、明
瞭

,̂
:

抨
び
，
日
本
1
理
庳
の
硏
究
.ゼ
國
土
計
资
に
就
や
て 

’
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It

び
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木
地
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■
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就

ぃ

て
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•
五e

 

‘

七
れ
を
见
飞
こ
4

が
出
來
る
"
東
北
も
ま
た
中
國
と
相
似
た
形
態
で.
は
が
る
が
、中.
國
と
異
な
っ
‘て
發
展
が
後
れ
、
加
ふ.
る

に

氣

條

•
地 

形
に
於
い
て
重
大
な
困
難
が
存
し
た
と
'い
ふ
■こ
と.
が
、
特
に
斲
カ
■な
条
FI
1
を
t

す
と
思
は
れ
る
。
こ
，れ
に
反
し
て
湖
東
•
中
f

近
畿
の 

區
劃
が％

難
な

は̂
、
■と
れ
が
日
本
に
■於
い
そ
最
も
進
步
し
、た
地
方
"で

あ

り

、

ぞ

の

域

內

各

地

相

亙

間

-に

各

糧

の

大
き
な
敝
違
が
見
ら 

れ
る
か
ら
W

點
の
如
何
に
よ
.：っ
、て

區
劃
が
行
a -
れ
得
る
と
說
明
さ
れ
る
。(

同
肸
參
照)

然
し
'乍
ら
前
述
の
如
く
問
題
の
中 

心
は
巾
部
地
方
自
，歡
に
存
•
す
る
の
で
あ
っ
て
、
關
策
>
近
幾
：は
，そ
の
影
響
を
蒙
る.
に
過
ぎ
な
い
と
思
は
れ
る
0
果
し
て
然
ら
ば
右
の
樣
な 

理
由
は
故
立
し
# :
ぬ
こ
と
に
取
る
‘。
そ
れ
よ
り
ば
む
じ
'ろ.
、
元
來
ー.
地
域
を
鞲
成..
し
な
い
中
部.
地
方
.を
一
地
域
と
看
做
さ
う
と
し
た
と 

こ
ろ
に
、
陬
題
の
枞
源
が
あ
る
の
，

で
は
な
が
ら
う
が
f

地
理
學
者
の
諸
，研
究•
や
齊
用
的
な
諸
區
割
を
显
わ
允
し
て
、
斯
か
る
感
を
拗
い

.

た
の
で

-̂

る
。
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.

府
縣
に
代
り
或
は
そ
れ
を
補
足
す
る
“上
位
行
政
區
劃
と
^

る
，ベ
き
舉
位
地
域
を
區
劃
ず
各
爲
め
に
は
、
勿
論
綿
密
詳
細
な
調
査
を
必

-•
 

•
•

:
•

:
 

. 

-
 
-
 

■
 -
 
■
 
■
 

■

.

要
と
す
る
。
然
し
乍
ら
以
上
の
如
き
概
略
の
考
察
に
菡
い
て
*

一
 

應
斯
か.
る
地
域
の
區
瓤
を
試
み
る
と
と
は
‘、
右
、の
調
査.
に.
出
潑
點
を
，
 

與
へ
る
意
味
に
於
い
て
多
少
の
•價
値
が
あ
ら
，

う
。
ま
た
こ
の
試
案
が
不
滿
足
な
も
の
に
相
違
な
い
と
し
て
も
ノ
少
く
と
も
完
全
な
案

®. 

作
成
に
參
考
資
料
と
汝
り
得
る
こ
と
を
信
ず
-^
の
で
あ
る
。

づ

北

證
•■
;
暴

•
關
東
v

m ;
國
*
四

數
^ :
州
ゼ
就
^

で
：
.
は
、
色

#

#

_

そ

减

儀

呤

 

が
出
來
安
ネ
關
束
地
方
 ̂

す
べ
て
の
點
に
於
い
て
最
も
究
成
さ
れ
た
地
域
だ
と.
考
へ
ら
れ
る
し
、
北
海
道
*
四
國
*
九
州
は
岛
嶼
で
ぁ
»?
:
-

且
づ
そ
の
面
！5

が
過
大

'で
敫
過
小.
で
も
な
い
、？
取

應

.'
^

中
國
も
第
ニ
節
に
述
べ
た
'や
ぅ
な
理
出
に
令
故
，
そ.
の
儘
に
一
地
域
と
f

べ
き
仓
あ
ぢ
ぅ
チ
。
'

中
'部
及
び
配
畿
は
次
：
.
の
や
5:
:

に
區
劃
さ
る
べ
き
で
は
な
ぃ
か
と
患
、ふ
( °
即
‘ち
中
部
地
方
を
、.
鈴
鹿
山
11
'-
:
か
レ
^

♦
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•
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分

水

嶺

に

：至

る

線

を

境

.
琢
と
し
文
志
慮
ふ
響
岐
阜
秦
知
痛
岡
を
含
む_

馘
地
方
，̂

菜
崤
紅
ら
東
北
の
诜
陸
四
縣
を
^

，方 
>'.
提
野.
山
梨
か
ら
成
る
苽
山
地
方
に
分
0

0
で
あ
る
0

飛
驛
は
山
岳
地
必
は
あ
る
が
、
隣
接
の
山
岳
地
.た
る
長
野
よ
技
は
、
愛
知
» 

美

濃

或

.は

富

山

と

の

關

係

が

深いの
は
云

ふ

ま.
で

も

，な

い

。
.
，そ

<7
>故
に
こ
れ
を
衆
山
地
方
に
含
め
る
こ

*'
が
出
來
&

い.
'の
；で
，あ
る
。

山.

一
 
”
乘

は

長

野

と

近

似

ず

ー

る

改

陸

^

敌

地

帑

あ

ー

り

ブ

且

つ

ー

長

鲚

と

も

高

原

帶

の

通

路

忙
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打川•福:JK木穿峠以另

和歌I
以西.

卜潭知•三前:鈴鹿山脈以來: 
*大阪•兵庫•荥良•
細)福井木背峠 

-岡比*廣島•山ロ 

•愛-*萵細 

•長睛•熊本•大分•筲崎•鹿兄島
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隶牝齊顏•耑手 

關束茨城*栃木 

i t 陸新潟•富山 
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來 m 岐取•靜_  
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中 國 烏 取 •鳥#  
四國德島*香川 

% 州福岡•佐賀 

； . 、 沖 細 - ぺ

f

つ
'て̂

な

料

れ

で
.
居.
蚤
が
软
に
、關
東
地
方
よ
り
は
東
山
區
に
巋
屬.
せ.
し
め
る
。 

次
に
近
ま_
地
方
は.
北
睦
疋
び
東
^

と
<7
)-
#
#$ :_

い
ぜ
そ
め«

と
^
,
«
位
雕
域

. .
.
.
,

:..
■: 

. 
; 

■: 

,
. 

こ
'

と
す
べ
き
で
あ
ら.
ぅ
。

.

.

、■. 

‘
; ;
•. 

.
■- 

•
、
ざ.
て.
斯
，か
る
區
分
、に
夜
つ
て
第1V1.

節
に.
述
べ-
た

諸

要

求

は

满

足

さ

：

せ
，
ら

れ

る

ゼ 

.
ぁ

ら

ヶ

，
か

。

&

積

及

び

人

口

の

.
點
‘に

就

い

て

は
''
決

し

て

，滿
’足

系

結

果

を

示

し

，
て

. 

な
い
c
^
s
o

然
し
乍
ら.
大.
體
に
於
い
‘て
接is

®

私
ぢ
成
る
：J i-
lc
、.
m
域
：の
輪
廓. 

は

..,
'
沘
陸
及
'び
取
海
を
除
け
ば
最
善
と
考
へ
ら
^
^-
。
# .
方
域
內
^

^
形
ゆ
_
艰 

に
‘於
い
て
、最
?)
:
優
れ
、
近
畿
*
東
海
こ
れ
に
'次
ぎ
1
四
國
に
於
い
て
罾
も
劣
る
が
、 

他
は
そ
，の
中
間
に
’̂ ,
る
と
ば
云
人
多

•
く
は
不
滿
足
狀
態
に
あ
る
。
，然
し
乍
ら
こ

.1
T

ひ
り
本
地
现
破
の
，
.
硏
免.-1

:'

土
HI-
#
に
就~
い
-て
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，
再
び
，

•：：：

本.
地
理
區.
の
軒
f
r
國.
:h
計
#

に
就
い
て.. 

w
d
,

c

四
七
六〕

、

の
區.
細
は
、‘
‘上
述
O '
地
理
缪
的
研
究
や
實
用
的
地
域
を
者
慮
す
れ
ば
、
略
t
可
能
な
る
最
善
の
も
の
に
近.
い
と
一K

•
は
ね
ば
な
る
ま
い
o 
.

-
吾
邦
の..
自

然

盼

條

件

辣

に

地

形

、
が

斯

か

る

、
腐

劃

5 :.
余
儀
な
< .-
せ
し
め
る
の
で
あ
る
。

.
.

.

.
 

.
■
 

. 

.

內

務

省

地

发

冒

要

綱」

杖.

*

國

遞

海

道
•
東
北
谨
柬
1
東
海
i:
氣
北
陸
•
中
國
^

國.

九
州
§
^

•

分
け
■る
。
吉
田
氏
に
從
へ
ば
、：
と
、の
各
地
域
は
前
揭
のr

地

方

連

絡

協
！！

會」

の•
地
域
制
に.
略
t
等
し
い
も.
の.
に
決
着
す
る
ら
し
い
。
上

述
の
區
分
と
こ
の.「
地
方
連
絡
協
馨」

の
爲
め
の
地
域
區
分
と
を
比-
較
ず
：る
と-
、
一
方
が
長
野
*
山
梨
を
以
つ
て
東
汝
地
域
を
設
け
て
居
：

..

.. 

'
•;
•
*.:
.
.
. 

.. 

... 

... 

;
.
'
•

. 

... 

. 

: 

.... 

. 

■

'.
. 

.
へ

：
.
.
.
.
；
' 

-

る
の
に
對
'L
て
、
他
方
は
長
野
を
北
睦
に
山
梨
を
關
東
に
屬
’せ
し
め
て
、
東
山
地
域
を
設
け
な
>

點
で
著
し
く
異.
な
り
、
他
は
近
畿
地 

方
取
境
に
於
け
る
細
部
的
な
相
違
を
除
け
ば
全
部
同
じ
區
分
で
あ
る
。.

と
と
ろ
で
，長
野
及
び
山
梨
は
、若
し
一
地
域
と
さ
れ
る
な
ら
ぼ
、
 

吾
邦
に
•
於
:̂
：
て
唯一

れ
内
M

高
地
‘々

域
と
な
り
、.
著
し•
き
特
色
を
掛
つ
'
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
北
陸
及
び
親
東
へ
.分
屬
せ
し
め
れ
ば
斯
か

る
特
色
办
る
地
域
は
生
れ
な
い
。
'而
し
て
畏
野
及
び
山
梨
を
發
屉
せ
じ
め
る
に.
は
、，.
；

J

の
兩
者
を
一
括
し
て
そ
の
特
色
ね
相
應
し
又
そ

, 
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•
 
■
 

■
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.
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•

:

れ
を
一
層
‘强
調
す
る
諸
方
策
が
講
ぜ
ら
れ
ぬ
ば
な
ら
れ
。
こ
の
地
方
は
内
陸
で
あ
り
且
つ
高
山
性
で
あ
り
、
更
に
ま
た
：鑛
產.
原
料
を.
產.

‘
出
し
な
い
タ•
從
つ
て
工
業
I

I

し
め
ょ
ぅ
と
す
れ
ば
ノ
原
料
及
寒
巧
輸
I

が
價
格
に
對
し
て
小.

I

割
合
し.
か
占.
め

舞

^
 

品
に
尊
門
化
せ
ね
ば
尨
ら
な
い
。
換
言
す
れ
ば
精
密
工
業
の
發
展
を
は
か
る
の
で
あ
ろ
0

ま
た
農
業
•

畜
產
業
も
や
は
b

瑞
西
型
の
發
丨

.
一

..,

■.
:
'

■.
.

,.

_

1.
V
 

ぐ-
ベ-

,
.

「
V

 
,
'

マ

、

.

■

-

*

: ..

:

ノ
展
玄
目
檫
と
康
想
译
^

あ
ざ
ダ
康
た
ー
藤
四
縣
ゆ
議
矽
對
龙
农
成

.
-
-
-.

...

ン
 
>-
■' .  

- 
- 

- 

- 

‘
 
-- - 
_

■•....  

. .  

. 

..

る
重
工
業
を
發
展
せ
し
め
る
ベ

.̂

で
あ
，
.
る
0
、
こ
れ
等.
の
特
殊
性
を一
層
發
展V

し
め
る
爲
め.
に
は
、‘
北
睦
及
び
東
山
地
方.
を
別
個.
に.
設
：. 

け
•
る

こ

と

が

最

も

效

巣

を

大

，な

ら

し

め

'
る
所
以-
と
考
へ
ら
れ.
る
。-
各
，
.
單
位
地
域
は
15>
及
的
に
太
な
る
經
濟
的
自
給
自
‘足

，
性

を

持

っ
べ
き

マ
で
，
ば

あ
‘る.
が

、，11

内

各

地

域

，が

完

全

な

'
自

給

启

足

性

を

持

.<
>.

に
，至
.
る-

と

は.
決

し

，
て

理

想

で

.
は

な

，
い
o
，
备

地

域

は

_

1

性

，
の

增

大

を

は 

かると共にその特質を一層ょする

.
と
v>
冬
極
ぬ.
て
困
，難
な
仕
事
を
課
せ
ら
れ
る
。
然
る.
に
東
由
區.
の
如
き
は
、
そ
の
他
理 

的
條
件
の
爲
め
に
、

j

般H

業

を

，隆

盛

な

ら

'し
む
る
こ
と
は
不
诃
能
な
の

.
で.
あ
，
り'*
’他

地

域

と

異

な

つ

て

'
、

特

に

强

く

輿

門

化

へ

と

促
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恭

：
る

を

：得

激

\^
。
：
：
斯̂
氙

事
: «
0
^

に
：
办

义

東

山

地

方

安

:-
>
#

屬

的
な
.目

標
と
.す
るV

.

七
は
ノ
む
し
ろ
望

ま
し
い
、の
.で
あ
る
。
斯
く
し
て
束
山
祂
方
を
一
吔
搣
と
し

て

區

劃

す
べ
し
士
す
る
主

張
が
_

d o
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域
の
面
積
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入
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通
り
で
あ
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昭
和
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衆
海
及
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器

と

、
近•
幾

と

の

境

，界

は

現

在

'
の
縣
界
と
，離

れ

る

侗

所

が

あ

り

、
嚴

密

に

;#

地
域
の
而
積
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人
ロ
を
示
す
數
字
が
得
ら
れ
な
ぃ
が
、
次

-

の
府
縣
別
の
數
字
と
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し
た
る
隔
り
は
な
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o

锊
び
H
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地
理
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